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被害対策から

■イノシシ被害に対して、住民には無力感
が 。   ‐            、

口捕獲 `駆除の分野については、住民はア
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ロイノシシの皮革が活用できることを知る:
躙嘔洵魏凸軸の協力をいただき、 !枚の獣皮
がなめされて地元に帰ってくる
「躙覺ン覺鶯はマ鰈鞣蒻珀蝸」に参画:
■.新たなヒントを得て、20:7年度の嘔鼈鑢
瘍漑晏筵膵嘔晰蹂核、の採用が叶う。こ
こから新たなステップヘ



恣靡褥諫鶯塚′:|ガ■ (モクズガニ)の
提供も

川ガ三

鱚玲鼈瞼隋瞑はちみつも提供



そもそもメジャ■級の特産あり
力黄ニラ:生産量日本一

饒岡山マイルドパクチー

毎年開催の黄ニラし3、れあい祭魏
※今年はコロナ禍で中止です。

並んだ先には

川ガニのつみれ汁やしし汁が

世代を超えて 輻玲蝙諫隋躾を
「いただきます !」



芍靡褥輻隋颯
黄ニラ入り
シ

を刻み

町内会がつなぐ怠鶉鍼躙隋蜀イメニジ図

(農作物被害者tサポー した有害獣の搬出協力)

◆成果は獣被害
◆外部の評価

くりは鼈警鰺鉤蒻鬱 )2017年度中四国農
2018年マニフエスト

◆子ども
◆JA
◆制作 ・ジぼなの提供 )
(「牟佐っ

,大人のレ

|もちうき大会 )

ンバチ養蜂家

た激ちあつの提供 )

には土地所有者の協力

■が捕獲柵設置

◆岡1山1市
補助金 |

長賞 .(鳥獣

躙靱魃‐綺1颯ドバイ
iザ
■|

子ども教室

会駆除
1解体 1皮は

◆地元:農
宝ク携■など特

◆川漁師 ‐
′量警ガ嘉の提供

◆二|ホンミ

(分ントで(嚢議予η雉雉Ψイル孵



結果としてどうなったのか ?
■獣被害に日F対応・・・。
■住民が世代を超えて、地域に存在する自
然の恵みであるジビエ、川ガニ、はちみ
つ、さらには、特産の黄ニラ、パクチー
を味わうことがで
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■住民が革製品の制作者となり、
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①日本遺産 (桃太郎伝説)に入った
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20!7年 初めての 山晰晰諫鰊踵
レザ=ク ラフト教室 (午前)

同 教室 (午後)



初めて作った小銭入れ

2018年 初めての試作品販売
(地元の同山刑務所矯正展)



20!9年 熙晰隋鶉魃鋏院を立ち上げ
加工技術向上ヘ
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特に深い隋鼈を捧げます

暉岡山市区づくり推進事業 (補助事業)

■MAttACIプロジエクト (山口産業さん)

■地元猟友会駆除班 (高橋さん)

この冬は鼈綺膨釉場を

艤鶉脩蝸伝えます

り支援チーム結成2020年 7月 23日 みそづく



みそづくり説明会 (!0月 )
回覧板を見て
約30人が集まらた

JA女性部みそカロエ所を見学

23

私の中の 蜆鰊鰊りその :

①地域コミ三ニテーィにはお金はない

②しかし、矢口恵と馘沐はある |

③そのキーワ■ドは住民の ～鶉鍼貯


